
MISSION OPERATIONS - MESSAGE ABSTRACTION 
LAYER BINDING TO ZMTP TRANSPORT
「ミッション運用－メッセージ抽象化層のZMTPバインド」

各国宇宙機関及びJAXAの動向

新規文書につき、現在情報を収集中。

【内容】

ZMTP通信では、メッセージはPDUへ符号化され、ZMTPを介して送られる。本推奨規格は、

以下の2点を定義することで、抽象的なMALメッセージを、ZMTPで伝送可能な明確なメッセージ

形式へと変換させる方法を規定している。

1. MALメッセージのPDUへのマッピング

2. MAL伝送インタフェースのZMTPインタフェースへのマッピング

なお、ZMTP通信はセキュアな通信を確立するセキュリティハンドシェイクが特徴の1つとして

挙げられる。

図1は、 MALのトランスポートインターフェースをマッピングしたプロトコルスタック概念図である。

MAL層とZMTP層の間に、MALの抽象メッセージをZMTPのPDUに変換する機能を果たす

「MAL Transport Interface（赤色点線枠）」を挿入することで、ZMTPを通してMALメッセージの

伝送が可能となることを示している。

図2は、MALメッセージをZMTPで伝送するために、MALメッセージのヘッダやボディを

MAL ZMTP PDUヘッダやデータフィールドへマッピングさせる際の構造を示している。

【概要】

本推奨規格は、宇宙機の監視・制御のために地上－宇宙機間のデータ伝送に、MO（Mission 

Operation）サービスにおけるZeroMQメッセージトランスポートプロトコル（ZMTP）を使用する際の

メッセージ抽象化層（Message Abstraction Layer：MAL※1）と、ZMTPのバインド方法（MALメッセージ

をZMTPプロトコルで伝送するためのデータ変換方法）について規定している。

※1 推奨規格 (CCSDS 521.0-B) ： Mission Operations Message Abstraction Layer 参照

Blue Book
CCSDS 524.4-B-1
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図1：プロトコルスタックの概念（データの一連の流れ）

図2：MALメッセージとMAL ZMTP PDUのマッピング構造
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